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第 1章

はじめに

本ドキュメントでは、総合評価落札方式における評価値をシミュレーションする機能の基本的な操作につい

て紹介します。

総合評価落札方式では、価格と価格以外の要素（品質等）を総合的に評価して落札者を決定します。

評価値については、算出方式（除算方式／加算方式）に基づき、価格以外の要素を点数化した技術評価点

から算出されます。

表 1 総合評価落札方式の主な用語

用語 説明

総合評価落札方式 価格と価格以外の要素（品質など）を総合的に評価して落札者を決定する

方式。

評価値 総合評価落札方式において落札者を決定するための指標であり、原則、こ

の値の最も高い者を落札者とする。

技術評価点 価格以外の要素を点数化した値であり、標準点、加算点、施工体制評価点

の合計値として求められる。

標準点 入札説明書等に記載された要求要件を満足する場合に与える点数。

加算点 評価項目に対して、各競争参加者の技術力等に応じて付与される点数。

施工体制評価点 入札説明書等に記載された要求要件を実現できるかどうかを審査・評価

し、その確実性に応じて付与される点数。



Moobius R 総合評価シミュレーション

以下では、

• 評価値算出方法：除算方式１

• 評価パターン：総合評価方式簡易型（１）

の場合で説明します。

総合評価シミュレーションは、システム起動画面または明細編集画面内から呼び出すことができます。

システム起動画面から呼び出す場合は、画面中段の総合評価シミュレーションを選択して下さい。

明細編集画面から呼び出す場合は、機能一覧内の総合評価シミュレーションを選んで下さい。
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総合評価シミュレーション画面が表示されたら、最初に評価値算出方法に表示されているリンクをクリック

して下さい。

評価値算出方法選択画面が表示されるので、該当算出方法を選びます。

画面左に一覧表示されている算出方法より該当項目を選ぶと、画面右側に算出式が表示されるので、確認後、

画面右下の確定をクリックして下さい。
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Moobius R 総合評価シミュレーション

引き続き評価パターンを設定するので、表示されているリンクをクリックして下さい。

総合評価パターン選択画面が表示されるので、該当パターンを選択後、画面右下の確定をクリックして下

さい。
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Moobius R 総合評価シミュレーション

選択した評価値算出方法に基づき各設定項目が表示されるとともに、選択した評価パターンに基づき各設定

項目の既定値や初期値等が設定されます。

ここでは、

• 評価値算出方法：除算方式１

• 評価パターン：総合評価方式簡易型（１）

を選んでいる場合について説明します。設定項目の初期値として、

• 得点合計： 20

• 標準点： 100

が設定されています。変更等が必要であれば、該当項目を設定し直して下さい。また、後述する業者データ追

加時の入力項目入札価格入力時の金額単位として、ここでは

• 入札価格単位：１万円

と設定しておきます。

注釈: 評価値算出方法の設定により、算出式に必要な設定項目は異なるとともに、表示される設定項目も異
なります。
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引き続き、業者データを追加していきます。

追加をクリックすると業者データが追加されるので、必要な項目を入力していきます。

ここでは、

• 評価値算出方法：除算方式１

• 評価パターン：総合評価方式簡易型（１）

を選択している場合で説明しますので、加算点／入札価格について、以下のように入力します。

• 加算点：15

• 入札価格：100（万円）

注釈:

加算点の上限は、選択したパターンによって設定されている得点合計の既定値（20）となります。

入札価格の単位は入札価格単位欄で先に１万円に設定してあります。
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入力値に基づき、他の項目値が以下のように算出されます。

• 技術評価点：115（＝標準点（100）＋加算点（15））

• 評価値：1.15（＝技術評価点（115）÷入札価格（100））

また、評価順位／応札順位については、この後追加していく業者データの入力値により変わっていく暫定値

となります。

同様の手順で業者データを追加していくと、評価値に基づく評価順位、入札価格に基づく応札順位がシ

ミュレーション結果として確定します。
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第 2章

自動配点する

評価点が評価値に対してどのような影響があるかを確認できます。

総合評価シミュレーション画面より、評価値算出方法／評価パターンを選択したら、除算方式の場合は標

準点、加算方式の場合は予定価格／最低価格を設定して下さい。
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次に、入力した標準点／予定価格／最低価格欄右に表示される自動配点するにチェックを付けると、自

動配点入札価格欄が表示されるので、適宜入札価格を入力して下さい。

入力した入札価格に対して、設定されている得点合計の範囲での評価値等が一覧表示されます。
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第 3章

一括削除

業者一覧上部の一括削除をクリックすると、入力した全業者データを削除できます。
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第 4章

行削除

業者一覧より該当行を選択後、行削除をクリックすると、選択した業者データを削除できます。
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第 5章

評価入力

設定した評価パターンに基づく評価項目毎の配点を設定して、加算点／技術評価点を算出できます。

評価値算出方法と評価パターンを選択後、必要な項目を設定し、業者データを追加したら、入力の必要な加

算点（除算方式）または技術評価点（加算方式）の欄を選択後、評価入力をクリックして下さい。



Moobius R 総合評価シミュレーション

評価点入力画面が表示されます。画面左の各入力欄をクリックすると、画面右に評価基準と配点が表示さ

れるので、確認後、点数を入力して下さい。

全ての項目を入力したら、画面右下の確定をクリックして下さい。

業者データの加算点または技術評価点に設定した配点に基づく点数が反映されます。

16 第 5 章評価入力



17

第 6章

評価一括

業者データを入力後、選択した業者の評価値に合わせて、他業者データの入札価格を逆算します。
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第 7章

工事価格

工事データ編集中の内訳画面より総合評価シミュレーション機能を呼び出した場合、編集中の工事データの工

事価格を業者データの入札価格に反映できます。

編集中の工事の内訳画面より、機能一覧内の総合評価シミュレーションをクリックすると総合評価シミュ

レーション画面が表示されます。

業者データを追加し入札価格欄を選択後、業者一覧上部の工事価格をクリックして表示されるメニューよ

り、税込み／税抜きのいずれかを選択すると、選択していた業者データの入札価格欄に編集中の工事の工

事価格が反映されるとともに、反映された工事価格に基づく評価値等が算出されます。
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第 8章

印刷

印刷をクリックすると、シミュレーション結果を出力できます。
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第 9章

評価メンテ

総合評価パターンについては、メンテナンス画面より、追加／複写／編集等を行えます。

総合評価パターンメンテナンス画面は、システム起動画面のメンテナンスタブ内にある総合評価パターン

または、総合評価シミュレーション画面上部の評価メンテをクリックして呼び出すことができます。
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総合評価パターンメンテナンス画面では、パターンや評価概要／内容／基準の追加／編集等ができます。

ここでは、既存パターンを複写し、編集していく手順を説明します。

最初に画面上部に表示されている年度／県の設定を確認して下さい。変更する場合は、画面上部の年度

（F2）／県（F4）をクリックして表示される選択画面より設定を変更して下さい。
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引き続き、画面上部の複写（F6）をクリックして表示されるパターン複写画面より、複写元のパターンコー
ドを指定します。

選択（F11）をクリックして表示される総合評価パターン選択画面より該当パターンを選択すると、パター
ンコード右の入力欄に反映されます。引き続き、複写コード右の入力欄に複写先の新規パターンコードを入

力した後、確定をクリックして下さい。

25
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複写して作成した独自パターンを編集しますので、 パターンコード 右の入力欄をクリックした後、 選択

（F11）をクリックして表示される総合評価パターン選択画面より、先に登録した独自パターンを選択後、確
定をクリックして下さい。
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選択した独自パターンの内容がメンテナンス画面に反映され、概要－内容－基準の階層構造になっている

評価項目等が表示されますので、最初にパターン名称を編集して下さい。

引き続き、ここでは評価項目を追加しますので、画面上部の構成選択（F6）をクリックして表示される構成
選択画面より、追加したい評価概要－内容を選択後、確定をクリックして下さい。

注釈: 構成選択画面より追加したい評価内容の基準を確認したい場合は、該当する概要－内容を選択後、
画面左下の基準表示をクリックして下さい。選択している評価内容の基準が表示されます。
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Moobius R 総合評価シミュレーション

メンテナンス画面で編集中のパターンに先に追加した評価項目が反映されていますので、確認後、画面左下の

確定をクリックして下さい。
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引き続き、評価項目の新規追加を行いますので、メンテナンス画面上部の内訳登録（F12）をクリックして下
さい。

概要登録モードで総合評価内訳登録画面が表示されますので、新規コードや名称等を設定後、確定をク

リックして下さい。
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続いて、評価内容を登録しますので、メンテナンス画面上部の内容登録（F4）をクリックして、画面表示を
内容登録モードに切り替えて下さい。

内容登録では、最初に上位概要を設定しますので、概要コード右の入力欄に、先に追加した独自コードを入

力して下さい。

引き続き、設定した概要の下位内容のコードや名称等を設定したら、確定をクリックして下さい。

30 第 9 章評価メンテ



Moobius R 総合評価シミュレーション

最後に、評価基準を登録しますので、メンテナンス画面上部の基準登録（F5）をクリックして、画面表示を
基準登録モードに切り替えて下さい。

基準登録では、最初に上位概要／内容を設定しますので、概要コード／内容コード右の各入力欄に、先

に追加した独自コードを入力して下さい。

引き続き、設定した概要－内容に属する下位基準のコードや名称、配点等を設定したら、確定をクリック

して下さい。同様に異なる配点の基準等を必要な数だけ登録して下さい。
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評価項目の登録が完了したら、総合評価内訳登録画面上部の終了（ESC）をクリックして下さい。

メンテナンス画面に戻ったら、引き続き先に登録した評価項目を、先に登録した独自パターンに追加しますの

で、パターンコード右の入力欄に先に登録した独自パターンのコードを入力して編集状態にした後、構成選

択（F6）をクリックして表示される構成選択画面より、先に登録した独自概要－内容を選択後、確定を
クリックして下さい。
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編集中の独自パターンに、選択した独自評価項目（概要－内容－基準）が反映されていますので、確定を

クリックして下さい。
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総合評価シミュレーション時の評価パターンの選択や、業者追加時の評価入力に、登録した評価項目が反

映されます。
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